
 
 
 

 

 

 

憲法共同センター「9の日」宣伝 

「戦争する国」への流れ、今こそ止めよう！ 
憲法共同センターは５月８日昼、新駅東南口で「9 の日」宣伝を行い、９団体 15 人が参加しま

した。「９条署名」は 11人分が寄せられました。 

 

■「暮らし壊す軍拡より減税を」 

全日本民医連の木下さんは、「トランプ大統領の要求に応えた軍事予算で私たちの暮らしは苦しく

なるばかり。食料品の税率ゼロは焼け石に水です。直ちに消費税を５%へ減税すべきです」とし、軍

事優先の 26 年度予算を批判しました。また、高額療養費の負担増などを挙げ、「貧富の格差を広げ

る予算は容認できない」と強調。４月には３万人以上が国会前に集まったことを紹介し、「平和憲法

を守る動きは確実に広がっています」と力強く訴えました。 

■「改憲はアップデートではなく『サ終』」 

新婦人の福本さんは、「改憲はアップデートじゃない、憲法の『サービス終了』のお知らせです」

と警鐘を鳴らしました。「高市首相はポジティブな言葉を使いますが、その実態は『緊急事態条項』

で選挙を止め、９条から戦力不保持のブレーキを外すことです」と訴え、「今の状況は、憲法という

手錠をかけられた政治家が『窮屈だから外せ』と暴れている状態」と指摘。憲法という平和のサービ

スを終了させないために署名を！」と呼びかけました。 
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■「法律は暮らしを守るための約束」 

自由法曹団の大井さんは、「憲法は私たち一人一人の自由を守るための、国民の約束です」と訴え

ました。「2026 年度の防衛予算は９兆円を超えました。でも、本当に今必要なのはミサイルですか？

お米も電気代も上がっている今、政治が守るべきは教育や介護、賃上げのはずです」と強調。改憲論

に対し、「現行憲法で対応は可能。改憲は権力を強めるための口実に過ぎない」と断言。「戦争はある

日突然始まるのではありません。まず予算、次に法律、そして言葉が変わり、日常が壊される。だか

らこそ今、その流れを止めましょう」と訴えました。 

■「平和があってこその農業」 

農民連の渡辺さんは、「戦争が起きれば、真っ先に食卓と農家が打撃を受けます」とし、「イラン情

勢の悪化でエサ代も資材も高騰しています。梨を包む資材や米袋さえ手に入らなくなるかもしれな

い。ある農家からは、『平和があってこそ生産に専念できる』」と声が寄せられていることも紹介。ま

た、武器輸出の解禁を進める政府に対し、「戦争を止めるどころか進めている」と批判。「亡くなった

祖母は『戦争だけはやっちゃいけない』と何度も言いました。疑わしいだけで戦争を始めるアメリカ

に付いていく必要はありません。戦わない努力をする政府になってほしい」と訴えました。 

■「青年の命を駒にさせない」 

民青同盟の青山さんは、「戦争になった時、真っ先に戦場へ送られるのは私たち青年です」と訴え

ました。「今、全国で学費値上げが止まらず、食料支援に並ぶ学生が絶えません」と若者の現状に触

れながら、軍事的な抑止力についても「相手に恐怖を与えれば、軍拡競争の終わりなきエスカレーシ

ョンを招くだけ」と指摘。「相手に安心を与える平和外交こそが現実的です。教育予算を削ってまで

進める大軍拡は、青年の未来を奪うもの。この

国を『戦争国家』にさせないために、一緒に署

名を広げてください」と呼びかけました。 

 

 

 

「９条署名」 
下記よりダウンロードして 

ご活用ください 
 

https://www.kyodo-center.jp/wp-

content/uploads/2026/04/20260401.pdf 
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